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京都市地域プラットフォーム事業 ものづくりベンチャー創出支援講座 

「Monozukuri Hub MeetUp」の開催について 

 

この度、公益財団法人京都高度技術研究所では、次代の京都経済をリードするベンチャー企

業を発掘・育成するため、ものづくり分野での創業を目指す学生、若手社会人等を主な対象と

して、下記のとおり「Monozukuri Hub Meetup」を開催します。この Meetup を通じて、日本中

からものづくりをしたい起業家を京都に集め、ものづくりベンチャーの都を作り上げて参りま

す。ものづくり分野でのイノベーションに挑む多くの皆様の御参加をお待ちしています。 

 

記 

 

１ 日  程 平成２８年８月から１２月まで 

２ 内  容 Monozukuri Hub Meetup (毎回 19：00～21：00開催の予定) 

 第 1回  8月 1日(月)“The NY Ecosystem cooperating with Kyoto” 

           （ニューヨークと京都のエコシステム（経済生態系）の連携） 

                       講師：Julio Terra 氏 Kick Starter，Director of Technology and Design  

                           Nobuhiro Seki 氏 Fab Foundry, Founder & CEO  

                       ベンチャー企業数社の発表        

 第 2回  8月 23日(火) Fashion Tech（ファッション工学） 

                          講師：Flex TraPower NY発のテキスタイルベンチャー 

                            The Crated NY発のテキスタイルベンチャー 

 第 3回   9月 14日(水) Accelerators and Incubators（仮）（アクセラレーターとインキュベーター）  

 第 4回 10月 12日(水) Manufacturing（仮）（ものづくり） 

 第 5回  11月 16日(水) Intellectual Property（仮）（知的財産） 

 第 6回  12月 14日(水)  Marketing（仮）（マーケティング）        講師：随時公表予定 

                                              

３ 対象者  ベンチャー企業家、中小企業製造業者、ものづくりに関心のある学生、社会人 

４ 会  場   MTRL Kyoto（マテリアル京都）など京都市内の施設 

       ※以下サイトにて、御確認ください。 

        http://www.meetup.com/ja-JP/monozukuri-hub/ 

５ 定  員   各回 ５０名（定員になり次第、締め切ります。）  

６ 受講料  無料 

７ 申 込  Meetupサイト上で申込受付（先着順） 

        http://www.meetup.com/ja-JP/monozukuri-hub/ 

８ 主 催  公益財団法人京都高度技術研究所 

９ 問合せ先 公益財団法人京都高度技術研究所  担当：山口 

        TEL 075－315－3708   / FAX 075－315－6634 

 E-mail  syamaguc@astem.or.jp 
 

（参考）「Monozukuri Hub Meetup」について 

 「Monozukuri Hub Meetup」では、ものづくりベンチャー企業の創出と育成を目的に「Monozukuri Hub 

Meetup」として様々なトピックスのイベントを開催します。各イベントは 3 部構成になっており、第 1 部

は基調講演として、企業経営者や投資家、またものづくりのプロフェッショナルのプレゼンテーション、

第 2部はものづくりベンチャー企業のプレゼンテーション、そして第 3部は交流会となっています。世界

中のハードウェア/IoT スタートアップが抱える幅広い課題(生産・販売・マーケティング・資金調達・海

外との連携など)を共有、また企業同士の横の繋がりを作ることを目的とした本イベントは日本の製造業

に新しいビジネスチャンスを構築することを目指す Makers Boot  Camp と連携することにより、実践的な

内容としております。 
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